






風光明媚な瀬戸内海の真ん中に浮かぶ、広島県・大崎上島に

2019 年に経済産業省から発表された「カーボンリサイクル 3Cイニシアティブ」に基づき、

カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現を志す、複数の企業や大学などの活動拠点を整備することになりました。

カーボンリサイクルの要素技術開発や実証研究を、ひとつの場所で集中的・横断的に実施することにより、

当該分野のイノベーション・実用化を加速させることを目指します。

また、要素技術開発や実証研究の内容や成果を紹介することで、日本の最先端技術を世界中に向けてアピールします。
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海水を用いた有価物併産カーボンリサイクル
技術実証と応用製品の研究開発 CO₂供給設備

実証研究に必要な IGCC 由来の CO₂、及びバッ
クアップ用のCO₂を常時供給します。

微細藻類産業の価値向上を目的とした
支援・研究

日本国内の微細藻類事業者の意見 / 技術の集約
の場として、微細藻類産業の発展推進と評価手
法の標準化、環境負荷の算定等を推進します。
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2020年度～2025年度

IMAT は、日本国内の微細藻類事業者の意見 / 技術の集約の場として、微細藻類産業の発展推進と評価手法の標準化、
環境負荷の算定等を推進します。

微細藻類産業の価値向上を目的とした支援・研究

研究用テストベッドの活用 標準化の推進 事業創出の支援
微細藻類事業の共通実証基盤機能を有する屋
内研究設備を設置し、微細藻類事業者の共通
利益に資するオープンな研究開発を実施。

微細藻類技術に関する研究開発の標準手法
や規格の確立・規定、産業利用にむけた技
術基盤の整備、政策への提言を実施。

異なる分野の事業者を交えたイベントの開
催等による情報収集機会の提供を通じて、
微細藻類関連事業の創出を促進。

●培養から抽出までの工程に関する基礎データ
　の収集および分析
●CO₂収支、コスト計算等の実施

微細藻類産業の発展に向けたNEDO事業のご紹介
●カーボンリサイクルに資する微細藻類の担持体培養技術とバイオマスの製品化の研究開発（委託先）
●液化アンモニアによる湿潤藻類からの成分抽出技術の開発（再委託先）
●有用微生物の開発を加速する微生物等改変プラットフォーム技術の高度化、CO₂を原料に物質生産できる微生物等の開発・改良、
　CO₂を原料に物質生産できる微生物等による製造技術等の開発・実証／光合成によるCO₂直接利用を基盤とした
　日本発グローバル産業構築（再委託先）

事業例
●試験や分析、評価方法の標準化
●バイオマス生産性等の各種標準参照値の取得
●モデルケース・シナリオの提案

事業例
●産官学連携による研究開発
●各種産業分野・企業との交流会の開催
●技術優位性の評価等のコンサルティング実施

事業例
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2025年度～2026年度

2022年度～2025年度

大崎実証拠点の実証研究エリアにおいて、20トン/日の海水を起点とし、海水中に含まれるマグネシウムを利用して炭酸マグネ
シウムとしてのCO₂固定化技術を実証します。得られた炭酸マグネシウムは、コンクリートの他、建築材への利用を目指し、
それらの製造法も同時に開発します。下記基本フローおよび代替フローでの実証試験において得られた結果を基にフィージビ
リティスタディを実施し、経済性評価を行います。

固体

酢酸

DOI:10.1099/00207713-27-4-355

不飽和脂質
カロテノイド
長鎖脂肪酸
炭化水素など

油脂発酵槽 中間貯留槽 培地調製槽

酢酸発酵槽

火力発電所などの排ガスから分離・回収した CO₂の有効利用技術を確立するため、CO₂を固定化して酢酸を生成するプロ
セスと、その酢酸から高付加価値脂質や食用油原料、化学品原料などを合成するプロセスからなる二段階発酵によるバイ
オリファイナリー技術『Gas-to-Lipids バイオプロセス』の実用化を目指します。CR 実証研究拠点内に設置したベンチ
スケール規模の試験設備について、経済性改善とさらなる生産効率の向上を目指して改良を実施し、効果の検証、CO₂削
減量の評価を行い、早期の事業化に資する知見を得ます。 

分離・回収 CO₂
火力発電所など

酢酸生成菌
アセトバクテリウム

オーランチオキトリウム
（他に油糧酵母など）

LipidsGas

再生可能水素
太陽光、風力など

健康食品、飼料 
食用油、化学品など

高付加価値脂質
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カーボンリサイクル LPG のための触媒実用性向上と製造プロセスの研究開発
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プロパン ブタン

FT合成油（C5以上）

FT合成反応

本事業では、CO₂と H₂を原料としたカーボンリサイクル LPG 製造技術開発の実証研究を行います。過去３年にわたり実
施したNEDO委託事業の成果を基に、2025年度からの 2年間、さらなる触媒の改良や量産化手法の確立、ベンチスケー
ル実証設備の設計、国内実証に向けた技術的検証と概略計画の検討を進めます。

本事業における LPG製造技術は
次の二つの反応を同一の反応器で行うことが特徴です。
●CO₂と H₂から逆水性ガスシフト反応によりフィッシャー・トロプシュ
　（FT）合成の原料となるCOを生成
●COとH₂から液体燃料を合成する手法である FT合成によりカーボン
　リサイクル LPGを製造

2025年度～2026年度

本事業では石炭火力発電所や工場などから発生する CO₂を資源として、高い生産効率が期待できるバイオマスとして高付
加価値な機能性化学品に利用可能な海産珪藻の屋外大量培養技術実証と得られた実証データをもとにしたCCUソリュー
ションとしての統合システムプランをアップデートすることで、CO₂排出源へのソリューション導入協議を進め、カーボ
ンリサイクル技術の社会実装を目指します。

微細藻類のPBR屋外大量培養実証
微細藻類CCUモデルの統合システムプランの構築

事業項目①

事業項目②

微細藻類の
PBR屋外大量培養実証

微細藻類による CO₂固定化技術実証と有用化学品生産に関する研究開発

貴重な天然資源に頼らない機能性化学品

治療薬や健康食品等で活用
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2025年度～2027年度

アンモニアおよびプラズマを利用する先導的カーボンリサイクルシステムの研究開発

大気圧プラズマ利用CO₂分解反応器のスケールアップおよび高効率化
アンモニア利用CO₂固定反応器の開発
炭酸水素アンモニウムのリサイクルシステムの構築と経済性評価

事業項目①

事業項目②

事業項目③

大気圧プラズマの電子エネルギーを利用して CO₂を高効率に直接分解し、合成燃料・化成品製造等に有用な一酸化炭素
(CO) を製造するとともに、未反応CO₂はブルー /グリーンアンモニアを反応剤として炭酸水素アンモニウムとして回収し、
メタン合成に代表されるメタネーション原料等への再利用を図る先導的カーボンリサイクルシステムの確立を目指します。

2022年度～2025年度

次世代電極材料である「ダイヤモンド電極」は、優れた耐久性と特異な電気化学特性をもち、CO₂の電解還元により、選
択的かつ高効率でギ酸を製造することができます。本事業では、ダイヤモンド電極を用いたCO₂電解還元によるギ酸製造、
およびその分離回収の要素技術を統合し、連続的にギ酸生成を行うことのできるラボスケールの統合システムを構築しま
す。さらに、ベンチスケールの統合システムを構築して実用化の可能性を検証します。
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るカーボンリサイクル型 SiC 合成の研究開発を実施します。これまでに確立した CO₂資源化技術を基盤としつつ、カー
ボンリサイクル型 SiC 粉末の高純度化技術の開発、および低純度シリコン系廃棄物の活用技術の開発、という二つの技術
的課題を解決し、応用展開を目指します。
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実験での性能評価を行います。また、微細藻類バイオマスを原料とした化成品の製造に必要な一連の技術の検証と開発
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水素不使用高エネルギー効率 CO₂由来導電性カーボン材大規模製造技術の研究開発
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※カーボンリサイクル実証研究拠点での事業実施は2026年度以降の予定です

O

C
O

C O

C O
O C O

O

M M

O M O

M O M

C O

C O
C O

C

M M

O M O

O

M O

O O

M

CO₂排出源

CO₂→CO反応 CO→炭素材反応

導電性
カーボン材

マイクロ波加熱 ケミカルルーピング技術 プラズマ触媒

C
Catalyst

マイクロ波加熱技術及びプラズマ触媒技術を活用して、水素を使用せず CO₂から導電性カーボン材を製造する技術開発を
実施します。具体的には、東京大学が保有するマイクロ波加熱技術を積水化学のケミカルルーピングシステムに導入する
ことで高い変換効率でCO₂から COを製造します。続いて、東京科学大学が保有するプラズマ触媒技術によるCO不均化
反応で導電性カーボン材として使用できる炭素材を製造します。各反応において、触媒反応開発やベンチスケール反応装
置開発を行い、CO₂由来導電性カーボン材製造の実用化を目指します。

2020年度～

IMAT（日本微細藻類技術協会）は、日本国内の微細藻類事業者の意見 / 技術
の集約の場として、微細藻類産業の発展推進と評価手法の標準化、環境負荷の
算定等を推進します。

研究用テストベッドの活用 標準化の推進 事業創出の支援

微細藻類事業の共通実証基盤機能を有
する屋内研究設備を設置し、微細藻類
事業者の共通利益に資するオープンな
研究開発を実施。

微細藻類技術に関する研究開発の標準
手法や規格の確立・規定、産業利用に
むけた技術基盤の整備、政策への提言
を実施。

異なる分野の事業者を交えたイベント
の開催等による情報収集機会の提供を
通じて、微細藻類関連事業の創出を促
進。

●培養から抽出までの工程に関する基礎データ
　の収集および分析
●CO₂収支、コスト計算等の実施

事業例
●試験や分析、評価方法の標準化
●バイオマス生産性等の各種標準参照値の取得
●モデルケース・シナリオの提案

事業例
●産官学連携による研究開発
●各種産業分野・企業との交流会の開催
●技術優位性の評価等のコンサルティング実施

事業例

微細藻類産業の価値向上を目的とした支援・研究

脱
酸
素

反
応

CO₂→CO
生成反応

反応
切替

マイクロ
波

プラズマ

水素不使用高エネルギー効率 CO₂由来導電性カーボン材大規模製造技術の研究開発

2025年度～2027年度

C
O

O
C

O
O

O O
C
O

C COO

※カーボンリサイクル実証研究拠点での事業実施は2026年度以降の予定です

O

C
O

C O

C O
O C O

O

M M

O M O

M O M

C O

C O
C O

C

M M

O M O

O

M O

O O

M

CO₂排出源

CO₂→CO反応 CO→炭素材反応

導電性
カーボン材

マイクロ波加熱 ケミカルルーピング技術 プラズマ触媒

C
Catalyst

マイクロ波加熱技術及びプラズマ触媒技術を活用して、水素を使用せず CO₂から導電性カーボン材を製造する技術開発を
実施します。具体的には、東京大学が保有するマイクロ波加熱技術を積水化学のケミカルルーピングシステムに導入する
ことで高い変換効率でCO₂から COを製造します。続いて、東京科学大学が保有するプラズマ触媒技術によるCO不均化
反応で導電性カーボン材として使用できる炭素材を製造します。各反応において、触媒反応開発やベンチスケール反応装
置開発を行い、CO₂由来導電性カーボン材製造の実用化を目指します。

2020年度～

IMAT（日本微細藻類技術協会）は、日本国内の微細藻類事業者の意見 / 技術
の集約の場として、微細藻類産業の発展推進と評価手法の標準化、環境負荷の
算定等を推進します。

研究用テストベッドの活用 標準化の推進 事業創出の支援

微細藻類事業の共通実証基盤機能を有
する屋内研究設備を設置し、微細藻類
事業者の共通利益に資するオープンな
研究開発を実施。

微細藻類技術に関する研究開発の標準
手法や規格の確立・規定、産業利用に
むけた技術基盤の整備、政策への提言
を実施。

異なる分野の事業者を交えたイベント
の開催等による情報収集機会の提供を
通じて、微細藻類関連事業の創出を促
進。

●培養から抽出までの工程に関する基礎データ
　の収集および分析
●CO₂収支、コスト計算等の実施

事業例
●試験や分析、評価方法の標準化
●バイオマス生産性等の各種標準参照値の取得
●モデルケース・シナリオの提案

事業例
●産官学連携による研究開発
●各種産業分野・企業との交流会の開催
●技術優位性の評価等のコンサルティング実施

事業例

微細藻類産業の価値向上を目的とした支援・研究



カーボンリサイクル実証研究拠点では、様々な活動を通じて、
カーボンリサイクル技術の普及・発展に貢献しています。

各研究場所に訪問し、最先端の研究開発を見学できます。
随時ホームページで申し込みを受付けております。

次世代の人材育成を目的に、学生を対象に研究の一部を体
験しながら見学できるイベントを実施しています。

カーボンリサイクル技術に関する講演や成果発表を通じて、
研究者の交流を促すイベントを実施しています。

カーボンリサイクル分野の実用化を担う人材育成や人的交
流を目的とした特別講座を実施しています。講座はカーボン
リサイクル実証研究拠点やその周辺施設、または広島大学
で実施しています。

その他活動紹介

現場見学 学生向け体験見学

技術交流セミナー カーボンリサイクルに係る特別講座

1
活動

2
活動

3
活動

4
活動

現場見学についての
詳細はこちらを
ご覧ください
https://osakikamijima-carbon-
recycling.nedo.go.jp/tour/

技術交流セミナー
についての詳細はこちらを
ご覧ください
https://osakikamijima-carbon-
recycling.nedo.go.jp/news-all/636/

特別講座についての
詳細はこちらを
ご覧ください
https://crss.aesg.hiroshima-u.
ac.jp/cr/ 

カーボンリサイクル実証研究拠点では、様々な活動を通じて、
カーボンリサイクル技術の普及・発展に貢献しています。

各研究場所に訪問し、最先端の研究開発を見学できます。
随時ホームページで申し込みを受付けております。

次世代の人材育成を目的に、学生を対象に研究の一部を体
験しながら見学できるイベントを実施しています。

カーボンリサイクル技術に関する講演や成果発表を通じて、
研究者の交流を促すイベントを実施しています。

カーボンリサイクル分野の実用化を担う人材育成や人的交
流を目的とした特別講座を実施しています。講座はカーボン
リサイクル実証研究拠点やその周辺施設、または広島大学
で実施しています。

その他活動紹介

現場見学 学生向け体験見学

技術交流セミナー カーボンリサイクルに係る特別講座

1
活動

2
活動

3
活動

4
活動

現場見学についての
詳細はこちらを
ご覧ください
https://osakikamijima-carbon-
recycling.nedo.go.jp/tour/

技術交流セミナー
についての詳細はこちらを
ご覧ください
https://osakikamijima-carbon-
recycling.nedo.go.jp/news-all/636/

特別講座についての
詳細はこちらを
ご覧ください
https://crss.aesg.hiroshima-u.
ac.jp/cr/ 



044-520-5252

●東野タクシー（事前予約要）：0846-65-2091
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